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Ⅰ．は じ め に マルタという国
マルタ共和国（Ir-Republika Ta’ Malta, Republic of Malta）は要塞都市・
バレッタ（Valletta）を首都とする地中海の小国である。1964年に英国か
ら独立し，74年に総督を廃し，大統領を戴く共和制の国となった。英連邦
諸国の一つであり，2004年に新しくＥＵに加盟した国の一つでもある。
2008年には通貨をユーロに切り換えた。労働党が政権を握った時期もあっ
たが，1987年以降は自由主義経済路線を採る国民党が国政を動かしてきた。
マルタは,「地中海のへそ」にあるため，先史時代以降，フェニキア，
カルタゴ，ローマ，シチリア，ビザンチン（東ローマ帝国)，アラブ，ノ
ルマン，ゲルマン，スペイン（アラゴン)，聖ヨハネ騎士団（後のマルタ
騎士団)，フランス，イギリス（大英帝国）等の様々な文明の波が打ち寄
せてきた「地中海文明のゆりかご」である。
国教はローマ・カトリックである（憲法第２条)。国歌は “Lildin I-Art
helwa l-Omn Ii tatna isimha”（マザーはその名を与えた賜えり）で始まる
“L-Innu Malti”（マルタ賛歌）である（憲法第４条)。マルタ語（国語）に
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橋 内 武
地中海小国マルタの言語と言語教育1)
加えて英語も公用語として機能し，多くの住民が隣国のイタリア語も理解
できるという複雑な言語事情にある。教育制度はイングランドの制度がモ
デルになっていることは，Ⅲの教育制度の概要説明から明らかである。本
稿では，1999年に公布され，2000年に施行されたナショナル・ミニマム・
カリキュラムに焦点を当てて，マルタの言語教育（マルタ語・英語・外国
語の教育）について述べる。
Ⅱ．歴史と変遷 言語事情を中心に
マルタは地中海の真ん中にあり，イタリアのシチリアから南に93キロ，
西に向かってチュニジアまで290キロ，南下してリビアまで350キロという
位置にある。この国はマルタ島（Malta), コゾ島（Gozo)，カミノ島
（Comino）と２つの無人島からなり，国土は316平方キロ・メートル（淡
路島のほぼ 23 の広さ)，人口は39万人余り（2004年）であり，人口密度
が世界第４位の国である。中世の要塞都市ヴァレッタ（Valletta）と古代
巨石文明の神殿遺跡群を含む世界文化遺産の島である，歴史のある風光明
媚な島々ゆえ，主要産業は第１に観光業であるが，製造業（造船機器部品，
工芸品など）も盛んである。農業は零細で脆弱である。
マルタの歴史は，紀元前4,000年前の先史時代まで遡ることができるが，
紀元870年から1060年まで190年間アラブの支配を受けたことが，この国の
言語事情に今なおアラブ的特徴を残している。国語のマルタ語は，言語構
造の上でアラビア語マグレブ方言に属する。
その後，1529年から欧州の８カ国（オーヴェルニュ，プロヴァンス，フ
ランス，アラゴン，カステリア，イングランド，ドイツ，イタリア）から
集まった聖ヨハネ騎士団（転じてマルタ騎士団）が治める土地になり，ト
スカーナのイタリア語をその共通語とした（Cremona 1998)2)。この騎士
団はオスマン・トルコによる大包囲戦（1565年）を乗り越え,1798年にナ
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ポレオンの率いるフランスの軍隊に明け渡すまで，268年間マルタを支配
したのである。
だが，フランス軍は嫌われ，２年後にはイギリスの援軍を得て1800年か
ら1964年までの165年間，マルタは英国の直轄 植民地であり続けた。19世
紀から1930年代にかけて，何語を国語にすべきかを巡って「国語問題」
(Language Question) の大論争が続いた。イタリア語派，英語派,マルタ
語派の三つ巴の論戦の結果，文化語であるイタリア語と帝国の言語である
英語との対立を制し，最終的にはマルタ固有の言語であるマルタ語が社会
的・心理的連帯と国家的統一を図るために国語の地位を得た。1932年には
イタリア語，英語，マルタ語の３言語が公用語であったものが，ナチスと
組んだファシズムの台頭によってイタリア語への評価が下がり，1934年に
はマルタ語（国語）と英語だけが公用語となった（Bussttil, 1988)。
160年余りの英国植民地時代に導入された諸制度が，21世紀のマルタに
なお生きている｡
1) 国語のマルタ語に加えて，英語も公用語であること（つまり，公用語
が２つあること）
2) ウエストミンスター方式に準じる教育制度に従っていること
などは，英連邦諸国の一員であることの証左である。2004年のＥＵ加盟は，
そのような背景のもと，旧宗主国・ＵＫの支持があったからこそ認められ
たと言えるだろう。なお，トルコに近い島国・キプロス共和国のＥＵ加盟
にも同様な経緯がある。ＥＵにおけるマルタ語の扱いは，翻訳官の不足に
より，当分の間は主な文書だけが翻訳されるという範囲に留まるだろう。
今日マルタでよく使われる言語のうち，マルタ語（アラビア語マグレブ
方言群の一つ）はセム語族，英語は印欧語族のゲルマン語派，イタリア語
とフランス語はロマンス語派である。マルタ語にイタリア語とフランス語
と英語からの借用語が多いのは，上記のような歴史の名残である。
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Ⅲ．教育制度 イングランドに似た学校制度
ところで，マルタの教育制度は，元の宗主国である英国（特にイングラ
ンド）の教育制度をモデルとして作られたが，今日では次のような制度に
なっている（図１参照)。
義務教育は５歳から16歳まである。５歳までの間に行われる就学前教育
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図１ マルタの教育制度（The Maltese Mainstream Education System）
出典 “Malta!? a Guide to Education and Vocational Training”,
Ministry of Education, Republic of Malta.
（95％の幼児が通園）は，就学前センターまたは幼稚園で行われるが，そ
の教育は義務ではない。初等教育（５歳～11歳）は６年間であり，１年２
年３年の前期（Primary Circle）と４年５年６年の後期（Secondary Circle）
に２分される。前期には社会的技能と読み書き能力と数え方の力の発達が
強調され，次第により本格的なアカデミックなスキルへと重点が移る。後
期にはアカデミックな内容がより強調される。児童が初等教育の終わりに
近づくにつれて，学習内容の量が増え，下級リセ試験（ Junior Lyceum
Examination）の準備に向かう｡ ほぼ11歳で受けるこの試験には，数学・
英語・マルタ語・宗教・社会の５教科が含まれる。
この公的試験を受けたあと，生徒は中等教育（11歳～16歳）の段階に進
む。この段階には３種の国立校がある。大学進学準備を主目的とする下級
リセ（ Junior Lyceums) と地区中学校（Area Secondary Schools）と到達
度の低い子どものための学校である。他に私立の教会立校も独立校もある。
中等学校は大抵男女別学である。中等学校の学年は，第１学年はフォーム
１，第２学年はフォーム２というようにフォーム（Form）と呼ばれてい
る。SEC（Secondary Education Certificate，英国の GCSE）受験の準備を
する５年課程のあと，生徒は卒業試験（その結果は卒業証明書に使われる）
に加えて一般には SECを受験する3)｡ SECの受験資格には，生徒が16歳
以上であるか，中等教育修了証明書を持っているかが問われる。SECに
合格せず留年した生徒も最後の２年間に卒業試験を受け直すことができる。
義務教育の教育機関における学級規模には，政府が次のような上限を定
められている。小学校６年課程は30人，中等学校前期２年間も30人，中等
学校後期３年間は25人である。
義務的中等教育が修了すると，生徒は①マルタ技芸専門学校（Malta
College of Arts, Science and Technology，略して MCAST)，②観光事業専
門学校（Institute of Tourism Studies，略して ITS）のような専門学校か，
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大学予備教育課程（Six Form）に入る。この２年課程では，大学入学資格
試験（イングランドの旧制度のＡレベル試験に対応する）を受験するため
の教育が施されるが，生徒は上級科目を２つ，中級科目を３つ履修しなけ
ればならない。
なお，SECの受験で不合格になると，高等中等学校（Higher Secondary
School）に進学する道も用意されていて，SECの中核的な科目（数学，英
語，マルタ語，科学）を再履修する一方で，中程度の科目や高度な科目を
学習することもできる。
学位を授与する高等教育は，学部・大学院とも主に国立のマルタ大学
（Universita ta Malta, University of Malta，略して UoM，その前身は1592
年にイエズス会（ Jesuit）が創ったマルタ専門学校（Collegium Melitense）
で，1769年大学に昇格）が担っている。元々は法学部が中核的存在であっ
たが，今では10学部を要する総合大学であり，短大（ Junior College）と
健康管理専門学校（Institute of Health Care）を併設している。マルタ語
と外国語科目を除き，授業は英語を媒介語にして行われている。この大学
が与える資格は欧州単位互換制度（ECTS）によって換算され，国際的に
十分認められるものである。
なお，2004年５月には東欧の諸国とともに，ＥＵ加盟を果たしたため，
域内共通の認証制度や交換留学制度（Socrates /Erasmus）が適用される。
教職資格を取得するには，大学（学部）を卒業して学士（B.A. /B.S.）
を得たあとで，１年課程の学部卒教職資格（Postgraduate Certificate in
Education）を取るか，４年課程の教育学専攻科修了（Bachelor of Educa-
tion（honours)）が要求されるのである。
上に述べた正規の教育課程に加えて，今や国を挙げて生涯教育の充実と
多様化が図られていて，後期中等教育（16歳以上）の段階から大学院修士
課程の段階まで様々なプログラム（Lifelong Learning Program）が用意さ
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れている。
Ⅳ．教育政策 ナショナル・ミニマム・カリキュラム
グローバル化やＩＴ化の時代の要求に応えるべく，マルタの教育省
(Ministry of Education）は現行のナショナル・ミニマム・カリキュラム
（The National Minimum Curriculum, 略して NMC）を1999年10月に公布
し, 翌年10月に施行した4)。この文書はマルタの学習指導要領というべき
ものである。カリキュラムの検討に当っては，マルタの文化的独自性と地
球村の普遍性の両方に配慮しながら，新時代の文化的・社会的・経済的挑
戦を教育界がどう受け止めるべきかが問われた。それらの挑戦に答えるた
めには，次の５つの教育経験を積ませることが肝要であると考えられた
（①～⑤は橋内訳)。
① 基本的な価値観を児童生徒の間で増進させること
② 児童・生徒のホリスティクな成長を促すこと5）
③ 生涯学習へ向けてやる気をもたせ，準備させること
④ 狭まりゆく地球村で十分に実りある生活を送ることができるようにす
ること
⑤ 変わりゆく現実の職業世界に向って準備させること
新カリキュラムを編むに当って，次の15の原則が立てられた（ 1)～15)
は橋内訳)。
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1) すべての者に質の高い教育を
2) 多様性の尊重
3) 分析的・批判的・創造的思考法
4) 生活に関連した教育
5) 安定した学習環境
言語教育との関連においては特に10) の原則が重要であり，次のように
定義づけられている。
ナショナル・ミニマム・カリキュラムはバイリンガリズムが教育制度の基
礎であると考える。この文書はバイリンガリズムというものをこの国の両
公用語（国語のマルタ語ならびに英語）の効果的かつ明確で確信に満ちた
使用を必然的に伴うものであると考える。この目標は生徒により学校教育
全課程の修了時までには到達されければならない（NMC, p. 37，邦訳橋内）
バイリンガリズムとバイリンガル教育の実際については，次節で述べる。
Ⅴ．バイリンガリズムとバイリンガル教育
１．公用語・マルタ語と英語
すでに述べたようにマルタの国語はマルタ語であるが，マルタ語と英語
の両言語が公用語である7)。マルタ共和国の憲法第５条は，国語と公用語
について次のように規定している（条文は橋内訳)。
① マルタの国語はマルタ語である。
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6) 何かに打ち込む態度を養うこと
7) ホリスティク教育5）
8) 統合教育6）
9) より形成的な評価
10) 学校におけるバイリンガリズムの強化
11) 両性の平等
12) [教職の］適性と能力
13) 学習環境の重要性
14) カリキュラム開発への参加が増すこと
15) 地方分権化と［学校の］主体性
② マルタ語と英語は国会で用いられ，行政当局の公用語もマルタ語と英
語である。行政当局を相手にして前記のいずれかの言語で話したり書
いたりした場合には，当局はそれと同じ言語で回答するものとする。
③ 法廷の言語はマルタ語であるが，特定の控訴事件に関して国会が命令
するならば法廷の言語に英語を使用することもできる。
④ 国会はその議事録に用いられる言語を一つにするか［マルタ語か，英
語か]，二つにするか［マルタ語と英語の両言語併記にするか］を決
められる。([ ］内注記は橋内｡）
なお，あらゆる法律はマルタ語と英語で制定するが，両テクストの間で
争いが起きた場合にはマルタ語の文面が優先する。
1964年の第２バチカン公会議以来，マルタの教会では民衆の言語である
マルタ語が使われている。マルタの民間放送と公共放送は，ラジオもテレ
ビもマルタ語で放送している。しかしながら，テレビでの映画・ドキュメ
ンタリー・海外ニュース報道は，毎日英語で吹き替えなしでそのまま放送
されている。シチリアまで93キロという至近距離にあるということもあっ
て，イタリアのテレビ番組も自由に視聴することができ，その人気は高い。
政治や宗教の出版物は大抵マルタ語で刊行され。新聞・雑誌・書籍はマル
タ語ででも英語ででも発行されている（Camilleri 2007: 146)。
標準マルタ語は，マルタ島の都会であるハムルーン（Hamrun)，パウラ
（Paola)，タルシーン（Tarxien）の都会ことばをもとに作られたもので
ある。だから，他の地区の子どもの場合は，各集落の方言が母語になり，
学校ではそれとは異なる標準マルタ語を学ぶのである。
２．英語の優位性
ところで，マルタ共和国憲法で規定しているにもかかわらず，ここ20年
から30年の間に徐々に英語の重要性が増してきている。特に，観光業では
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英語によるコミュニケーションが不可欠である。というのも，年間120万
人の旅行者が来るが，半数の60万人は連合王国（ＵＫ）からで，他のヨー
ロッパ諸国と英語圈からも多数来訪するからである。
1987年に当時の内閣官房長官がマルタ語で書くよう２度にわたって要請
したにもかかわらず，行政文書は大抵英語で作成される。このような慣習
は英国植民地時代の行政に由来する。ところが，行政の場における口頭の
やりとりは，主にマルタ語で行われる。つまりマルタ語は下位変種（Ｌ)，
英語は上位変種（Ｈ）というふうに，言語変種間で使い分け（diglossia）
が進んでいる。マルタ語は日常会話の言語であると同時に，国会と裁判所
の言語であるが，英語は国際的なビジネスや観光業，教育の言語として重
要な役割を果たしている。この国ではマルタ語と英語のバイリンガリズム
が浸透し，ダイグロシア的状況にある。
このような傾向の中で優れた英語使用能力はますます望ましい目標とな
ってきた。というのも，英語は学校教育のためだけでなく，マルタの主要
産業である観光業の影響によって，国内での外国人とのコミュニケーショ
ンに英語が不可欠だからである。だから，家庭内で英語を使って子どもを
育てる家族が徐々に増えてきている（Camilleri 2007: 147)｡
では，家庭と学校で実際に使われる言語はどうなのか。この点は，
Sciriha & Vassalo（20032) , 2006）の調査報告を見てみよう。母語は，
Sciriha（2005）の調査によれば，回答者の96.2％がマルタ語であり，英語
は5.2％，イタリア語は0.4％，アラビア語が0.2％である。同時に２言語以
上を獲得した回答者はわずかしかいない。
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Ｈ 英 語
Ｌ マルタ語
図２ ２言語の使い分け
多くの地区ではマルタ語が家庭の主たる言語であるが，上流階級の住む
観光地のスリーマ（Sliema）やセント・ジュリアン（St. Julian）といった
地区では英語が家庭内言語として使われ，子どもを私立の独立校に通わせ
る傾向にある（Camilleri 2007: 147)。次第に，単に英語の知識があるとい
うことだけで教養があると見做す現実（linguicism）がある。 脱植民
地化社会における英語支配（linguistic imperialism）を地でいっていると
言えるだろう。保護者による学校の評価が，授業中に英語を使う時間の長
さや英語で教えられる時間の長さで測られるという風潮がある。こうして，
独立校という私立エリート校と国立校・教会立校に学校が両極化されるよ
うになってきている。
３．バイリンガル教育
①マルタ語と英語による教育 媒介語の問題
言語教育は，マルタ語・英語・外国語の３つが対象となる。だから，Ｅ
Ｕの言語教育政策の指針である「三言語主義」が実現していることになる。
そのうち，マルタ語はマルタの国語であると同時に公用語である。就学前
教育（幼稚園・保育園）においては，国立校ではマルタ語で，教会立校ま
たは私立校では英語で教育がなされる。概して，小学校では多くの科目が
マルタ語で教育されるが，次第に英語が算数や理科の教育にも媒介語とし
て用いられるようになる。中等教育では英語は英語の他に，数学・理科・
情報（ICT）の媒介語となり，マルタ語はマルタ語の他に，宗教・歴史・
社会の媒介語となる。主な外国語科目としては，イタリア語・フランス語
・ドイツ語・スペイン語・アラビア語が提供されているが，どの外国語も
原則として授業の媒介語にその外国語を用いて教え，学ばれる。つまり，
ａ．言語教育は，第１言語であれ，第２言語であれ，外国語であれ，目標
言語を媒介語にして授業が進められる。
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ｂ．内容教科については，教科によってマルタ語か英語のいずれかを媒介
語とするイマージョン・プログラムが実施されている。
② マルタ語教育
ＮＭＣによれば，マルタ語を強化する過程はホリスティックな成長に寄
与するという。マルタ語は，大多数のマルタ人子女にとって第１言語であ
り，この言語が発達すれば，
ａ．問題解決と知的創造に向けた情況が与えられる，
ｂ．正式なマルタ語教育を容易にする，
ｃ．マルタ社会の言語的伝統を維持する，
ｄ．他の言語（複数［英語と外国語]）の上達を容易にする。
だから，児童生徒にこの第１言語を発達させるためにあらゆる機会が提供
されるのだ。
マルタ語の時間数は，小学校では45分授業を毎日５日間，年30週で
6,750時間である。中等学校では40分～45分を週３～４回，年30週で3,600
時間から5,300時間程度である。
③ 英語の習得と英語による教育
一方，子どもたちは第２言語である英語にも習熟しなければならない。
第２言語は第１言語よりも習熟に時間がかかるが，学校は第２言語学習の
一つのよりどころに過ぎない。英語は公用語の一つであると同時に国際共
通語であるので，その習得に向けて教育界には多様な努力が期待される。
とＮＭＣは述べているが，課題は多いようである。
英語の授業は，小学校ではマルタ語と同様45分授業が毎日５日間，年30
週で6,750時間行われる。中等学校に進むと，40分～45分授業が週３日か
４日あり，年30週で3,600時間～5,400時間行われている。学校によって，
時間数に長短の開きがあるということである。
児童が英語に触れられる時間は，一部の学校を除き，週５時間かそれよ
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りも若干多い程度である。そのため，中学前に十分英語で表現できるよう
になっているとは言い難い。
英語は英語で授業するといっても，教師自身マルタ語から英語に直訳す
る傾向がある。例えば，つぎの教師の発話例を観察してみよう（Scriha &
Vassalo 2006: 128)。
“Kate and Jane talked about Monday because on Monday they go to see the
cinemaat Marsascala.”（標準英語では，従属節が when they go to see . . .
となる｡）
“Pay attention for the question.”（標準英語では，前置詞が forでなく to
である｡）
“He say the man is running to him.”（標準英語では，He says the man is
running after him. となる。動詞の３人称単数現在の形 says と前置詞の
aterに注意｡）
以上の３例は小学校の授業をビデオ録りした資料から得たものである。単
語は確かに英語ではあるが，文法・語法はマルタ語風なのである。このよ
うな現象は初等教育の教師にだけでなく，専門学校（MCAST）の学生の
間にも認められるという。
英語以外の科目であっても，数学や理科などでは英語で授業するのが原
則であるが，概念理解がうまく進んでいるとは言えない（Bezzina 2000)。
④ コード混合
実際の授業では，教科別に使用言語を必ずしも明確に使い分けているわ
けではない。同じ文の中でも，一連の発話の中でも両言語が混じり合う現
象（code-mixing, コード混合）が起きる。例えば，中等学校の数学の時間
における先生と生徒のやりとりを見てみよう（Farrugia 2007)。下線部は
マルタ語,［ ］の中に各発話の英訳を添える。
・先生 Qed nistsaqsikom liema coin? Liema hi l-kelma bil-Malti? Which
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coin has the smallest value? [I’m asking you which coin? What’s
the word in Maltese? Which coin has the smallest value?]
・生徒 Kemm tiswa . . . one cent. [Its value . . . one cent.]
いくつかの科目は英語で授業するという原則はあるものの，数学だけで
なく，生物，家庭，経済，総合科学の時間にもしばしばコード混合が認め
られる（Camilleri 2007)。このような現象はバイリンガル社会ではよく起
こり得ることではあるが，マルタの教育界ではしばしば否定的評価が下さ
れる。
にもかからず，コードの混合が頻繁に行われるのはなぜだろうか。
Camilleri (2007) によれば，マルタ語での会話には親近感があるものの無
教養と見做され，この言語だけを使うと言語的純粋主義者と思われる。そ
れに対して，英語は教養があることの印であると同時に紳士淑女気取りと
いう印象を与える。双方を巧みに混じり合わせながら話せば，両方の否定
的イメージを緩和すると同時に両言語の肯定的イメージを半ば温存させる
ことができるのである。だから，同じ発話の中でのマルタ語と英語の混用
はなくならないだろう。
Ⅵ．外国語 人気のイタリア語・不人気のアラビア語
学校教育では２つの公用語に加えて，外国語が１つか２つ学ばれる。小
学校に入って学ぶ言語は，マルタ語と英語である。だが，中等学校（５年
制）に進むと，マルタ語と英語に加えて，当然１つか２つの外国語を学ぶ
ものとされる。1999年の調査（Scriha 1999）によれば，一番人気の外国語
はイタリア語（回答者の42％）であり，この言語の優位性はすでに述べた
マルタの歴史的・文化的背景からして不動である8)。２番人気はフランス
語（回答者の33％）で，３番目はドイツ語（９％)，４番目はスペイン語
とアラビア語（各々１％）である。ということは，マルタ語・英語に加え
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て，隣国イタリアのテレビ番組も理解できるトライリンガル［三言語話者］
が多数存在すると思われる（Caruana 2006, 2007)。
マルタ語と同じセム語族に属しながら，アラビア語が不人気なのはなぜ
か。その理由は，Dr Sandro Caruana (2007年６月の私信) によると，
①歴史的に言って，マルタにはアラビア語教育の伝統がないこと，
②社会的に，アラビア語に対する偏見がある。過去の政治状況が好ましく
ないこと，アラブ諸国がイスラム教国であること（に対して，マルタは
カトリックの国であること)。
③言語意識として，アラビア語はアラビア文字で書かれるから,「難しい」
言語であると思われていること。(それに対して，マルタ語はローマ文
字とそれに若干の発音区別符号（diacritical marks）を付けた正書法によ
るのである｡）それに，海外旅行の目的地は通常ヨーロッパだから，大
抵の人はアラビア語（地場産業との係わりが濃い）よりもヨーロッパの
言語の方が役立つと考えているということも理由として挙げられる。
では，マルタではどのような言語教育が受けられるのかというと，どの
タイプの学校に通うかによって異る。国立校では第３の言語を第１学年で
学ぶことが要求されているのに対して，教会立校または独立校［私立校］
では第３と第４の言語を同時に学習し始めるのである。だから，マルタの
生徒がすべて同一の言語教育を受けているわけではなく，次の３点で差異
が生じる。
①学校が生徒に提供する外国語の種類
②生徒が学習する言語の数（３つまたは４つ）
③これらの言語を学ぶ時間数
この表から，小学校では学校の種類を問わず，マルタ語と英語の２言語
が学ばれていることが分かる。中等学校の場合には，教えられている言語
の数の点で教会立校と独立校の方が国立校よりも上回っている。非国立校
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は５年間に２つの言語を新たに学べる機会が与えられているという点で，
国立校よりも有利である。(その上，３年生に進級すると，国立校の生徒
も非国立校の生徒もさらに２つの科目を選ばなければならない｡）
外国語の時間数は，学校にもよるが，40分～45分授業を週３回で各年度
30週間が一般的である。ということは，年3,600時間～4,050時間が当てら
れていることになる。
Ⅶ．教 科 書
教科書の検定制度はない。だが，国立校の教科書は，教育省の官僚が選
ぶ。つまり，政府が選定するのである。それに対して，独立校と教会立校
の場合には，当該学校が自由に教科書を選べるのである。このことは，マ
ルタ語・英語・外国語といった言語系の教科だけでなく，あらゆる教科に
当てはまる。
Ⅷ．教員養成・資格
教員の資格はどのようにして得られるのであろうか。各教育段階別に述
べておこう。
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表１ 国立校と非国立校で教えられる言語数
出典：Sciriha & Vassalo (2006: 48)
国立校 教会立校 独立校
小学校 2 2 2
中等学校 (１年と２年) 3 4 4
中等学校 (３年・４年・５年) 3＋1 (選択) 3＋1 (選択) 3＋1 (選択)
① 幼稚園の助教
幼稚園で教える先生は，幼稚園助教（Kindergarten Assistants）と呼ば
れている。採用される前に，助教は就学前教育の資格を持たなければなら
ない。この資格は義務教育機関で提供される全日制の幼年教育２年課程で
ある。(大学で養成するわけではない｡）
② 義務教育の教員
マルタ大学の教育学部は４年間の教員養成課程を用意していて，これを
修了すれば教育学士（優等）が授けられる。他の学部の出身者で教職を目
指す者は，一年課程の専攻科を修了すれば，教員資格を得ることができる。
いずれの課程も，学校での教育実習が含まれる。教員は初等教育か中等教
育（特定教科）かに専門特化する。教育学部の大学院は修士号か博士号か
の学位を提供する。但し，外国語の教育にその言語を公用語とする国で長
期研修を受けることが望ましいが，義務づけられてはいない。
Ⅹ．まとめと考察
マルタでは大抵マルタ語を家庭内言語としているが，中には英語を家庭
内言語としている者もいる。学校教育ではマルタ語と英語のバイリンガル
教育が強化されてきている。
・外国語教育はその上に加わるが，イタリア語がもっとも身近である。
・他の現代語のうち，欧州の代表的な言語であるフランス語・ドイツ語・
スペイン語が学ばれている。(マルタ語の系統を同じにするアラビア語の
学習者は僅少である｡）以上の点をまとめれば，図３ マルタ社会の言語
のようになる。
・マルタ語と英語は使用領域（domain）により棲み分けられる，言語の
機能分化（Ｌ変種／Ｈ変種）が認められ，マルタ語は話しことば中心で家
庭や地域社会における親密な会話に用いられ，英語は書きことばとよそゆ
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きの発言や外国人とのコミュニケーションにより力を発揮する。
・小国ではあるが観光大国ゆえ，英語や他のヨーロッパの言語のニーズが
高いことが外国語学習への動機づけになっている。
・イングランドの教育制度をモデルにしているため，中等教育修了試験と
大学入学資格試験が教育課程修了時に決定的役割を果たす。
以上概観した結果，次のことが判明した。
１．学校教育制度は，中等教育の段階の初め（12歳）から複線型に移行す
るため，大学進学を目指すか，職業教育を狙うかが早い段階で分かれるの
が特徴である。そのような進路の流れは２のような試験に左右される。
２．各学校段階の終わりに公的な試験（下級リセ試験，ＳＥＣ）が課され
ていて，進路はその結果によって決定づけられる。試験を目指して学科の
指導・学習が進むのである。
３．大学はアカデミックな教育を行い，専門学校は実務的な教育を行うと
いうように教育目的が明確に区別されている。
４．公用語はマルタ語と英語の両言語であり，両言語によるバイリンガル
教育が強調されている。だが，マルタ語は基本的に話しことば中心の生活
語であり，教科学習において使われる言語としては，マルタ語マルタ文学
（特に詩が優れている)・歴史・宗教（カトリック）に限定されている。
算数・数学，理科・科学など他の分野では，英語が幅を利かせている。こ
のような状況にあっては，バランスのとれたバイリンガル教育の推進こそ
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図３ マルタ社会の言語
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学校と社会
が最重要課題であろう。
５．外国語はマルタ語・英語に次ぐ第３または第４の言語として中等学校
の第１，第３学年から学習される。外国語は一つ必修であるが，二つ目の
外国語は選択科目である。一番人気はイタリア語であり，そのあとフラン
ス語・ドイツ語が続く。アラビア語は不人気であり，中国語や日本語を含
む東アジアの言語は一切教えられていない。欧州域内言語に目が向く。
この小国はポスト・コロニアルの状況下で同時代の政治・経済・科学技
術などの波に翻弄されている。そして，今や観光立国とＩＴ化に熱心であ
ると言える。だから，大学進学のみならず，将来さまざまな職業に就く上
で必須であると考えて，英語と外国語の習得に力が注がれている。産業界
にとって役立つ人材を育成するという観点からは,「時代の要請」に適っ
た教育を狙っていると言える。それは現在の国民党政権のねらうところで
もある。 ポストコロニアル国家であるマルタは，グローバル化の時代
にあって，その命運を英語の必要とする教育と産業に委ねていると言える
だろう。
本稿は末尾に列挙した文献資料とマルタ大学の Dr Sandro Caruanaとの
メールでのやりとりから得た情報をもとに執筆している。今後の研究課題
としては，現地の教育政策担当者や学校教育関係者を通して，直接この国
の言語教育政策の推進方策と言語教育の実態についてつまびらかにするこ
とであろう。また，同じく地中海の小国であり，ＥＵ新加盟国であるキプ
ロス共和国と比較検討することも意義のある研究テーマになるだろう。
註
1）筆者の橋内は去る2007年２月に５日間マルタに滞在，マルタ大学を訪問，
教育学部の Dr Sandro Caruanaに面会して，ご教示を得ることができた。そ
の後もＣ博士はＥメイルでの問い合わせに対して律義に毎回答えてくださっ
た。記して謝意を表したい。なお，本稿は2007年５月12日と同年７月14日に
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行われた JACET関西支部「海外の外国語教育」研究会（ＥＵの外国語教育
研究プロジェクト）において２度発表した「マルタの外国語教育 地中海
小国の言語と言語教育」の資料をもとに執筆したものである。
2）聖ヨハネ騎士団の来島前から，イタリア語も（特に支配階級の間で）使わ
れていたのである。この伝統はシチリア王国の属領時代から引き継がれたも
のである。もっとも，教会の言語はラテン語であった。
3）SECの問題冊子（Secondary Education Certificate Examination Pepers）は
各科目毎に年度別にマルタ大学から発行されていて，国内の書店でたやすく
入手できる。
4）現行の NMCは，1988年公布の NMCを見直して，改訂したものである。
5）経験と知識を有機的な関連性を育む，全人的教育を目指す。
6）すべての子どもが同じ学校で学ぶ教育のことをいう。
7）この国固有の言語と英語を公用語としている点では，マルタとアイルラン
ドとはよく似ている。だが，アイルランド固有の民族語であるゲール語が危
機に瀕しているのに対して，マルタの民族語（マルタ語）は国民の大多数が
使用する母語であり，地域社会の生きた言語である点が大きな違いである。
8）だから，旅行案内書（例えば,『サビッハ マルタ』，楽天舎書房，1997，
p. 213）には,「公用語はマルタ語と英語。……イタリア語も通じる」と書
かれているのである。
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Languages and Language Education in Malta
Takeshi HASHIUCHI
What are the languages used in Malta? What is the state of language educa-
tion in the Republic of Malta? This paper is an attempt to answer these ques-
tions. A Mediterranean archipelago, Malta, is located 93 km off the southern
coast of Sicily. This Republic gained independence from Britain in September,
1964, and joined the European Union in May, 2004. With about 400,000 inhabi-
tants, it forms a bilingual, if not trilingual, society. More than 90% of citizens
follow the Roman Catholic religion.
Most people speak Maltese as their mother tongue, but some elite families
bring up their children in English. There are two official languages: Maltese
and English. These two languages make up the society diglossia with English
as the high variety and Maltese as the low variety.
Clearly the third language is Italian due to its historical and geographical af-
finity. Italian TV channels can be received throughout the archipelago. Thus
the most popular modern language taught at school is Italian, followed by
French, German and Spanish. Although the Maltese language, written in
Roman alphabet, is derived from Arabic, standard Arabic is unpopular among
the Maltese, partly because of very different scripts, and partly because of its
association with Islam. Since tourism and manufacturing are the two major in-
dustries, the demand for English and other European languages is strong.
The current school education is based on the National Minimum Curricu-
lum, which follows a bilingual education policy. Students are expected to use
both Maltese and English depending on the subject, and learn at least one for-
eign language as well. At primary school, Maltese is the main medium of in-
struction with some use of English, while at secondary school, Maltese is used
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for teaching Maltese, History, and Religion, and English is used for Maths,
Science and ICT. The emphasis placed on language education in secondary
schools varies. Independent schools tend to put greater weight on modern lan-
guage education, whereas national and church schools give less time to lan-
guages other than Maltese and English.
At the tertiary level, English becomes the dominant language for academic
purposes except in the case of Maltese Language and Literature, and foreign
languages.
